


































































































































































































































































 聴を示糠・正訓砒しαエuc・kin 輌細胞嫡値で励岨P五・6繭9・硯C 1
き
 田鼠taBOは底値を示'す嚢を証した.o醤
 セ丁1reubergやNig賦の間では癌細胞の廊・Glyc。geB童はそのDe⑳。Sp飴甑Oε一1
 8phoryエ&seの減少ぜ伴なう(臓yGoge且Phosphorylaεeの澱少によるか,又はl
 U鵬岨、yc。ge豆Tran89工慧。。sy、aSeの減少織るのかと鉱説が励.著都窪
 畿罪ll器二1撫1禦鷲ll蒲叢濃磐瑠器膿二ば
 りGエyoogen箪が変化すると考えて居る。又これは14G一(u)一働UG。s¢せ使期した1
 で
モ
 場合め侃yc。genの賢瓢。v解R脳eの実験結果と一致する。長防α釣。。ge且量の少謹 i
/
 〕ない細見包はそのロ]u℃捻ov6rRateカ;高レ、との事実と一致すると論じてい喬。隊
 著者の比論交は斉随感細胞が紛織学的断見の異る様に其代謝も多横溢を示す事を実証した憾値
 ある論文で診る。
錠
 よつて本論交は学位を授与するに値するものと認める。
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